
図２ 第４回検討委員会で示した「生徒のニーズを踏まえた
 安全登山への取組

登山活動の地域連携について

委員会で示したこと 委員会での意見

第３回検討委員会
令和４(2022)７月６日

・本県高校生登山のあり方の方向性 「高校生の多様なニーズを
 踏まえた登山活動が 安全に実施できる環境の構築を目指す」
・高校生の登山活動を地域における活動に移行していくこと（図１）
・地域における登山活動例（図１の例③～⑥）

・高校生の多様なニーズへの対応について具体的な方向性を
示すこと
・例③から⑥については、環境整備等に課題が多いため、モデ
ル事業などを実施しながら見定めていくとよい

第４回検討委員会
令和５(2023)年２月１日

・ 生徒のニーズ（①部活動で登山したい、②登山の知識や技術を
増やしたい、③上位大会へ参加したい、④部活動以外でも登山
がしたい）を踏まえた安全登山への取組（図２）
・ 中長期的取組として、県主催の登山活動（専門家指導による合
同登山）や高校生年代の山岳会設立

・生徒のニーズを踏まえた安全登山への取組（中・長期的な取
 組を含む）については、示された方向性で具体化を進めること

１ これまでの経緯

図１ 第３回検討委員会で示した取組のイメージ

議事 登山のあり方の更なる検討について 資料 ２



Ａ高校山岳部の活動
（運営主体は学校）

部活動と地域の活動が連携した高校生の登山活動

・登山経験の少ない、あるいは未経験の顧問が多く、今後も、経験豊富な顧問の不足が見込まれる
・高校生の登山を地域に移行していくにあたり、新たな取り組みに対する課題が多く、運営団体の確保が困難である

高校生の登山活動を、地域の活動として実施する場を創出するとともに、教員の引率を必要としない登山体制を構
築する

地域の活動（運営は県教育委員会が担う）

運営団体は県教育委員会とし、山岳部の活動のうち、主に登山を地域の活動として実施する実践研究を栃木県山
岳・スポーツクライミング連盟と連携して行う

対応の方向性

実践研究の内容

取組案

本県高校生山岳部を取り巻く課題
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Ａ高校
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山岳連盟
・専門的知見からの助言
・指導者の派遣について
調整

引率教員２名
＋登山アドバイザー
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＋部活動指導員

有資格者２名

または

部活動

地域の活動

部活動と地域の活動における引率者の違い

・実践研究実施希望  
校を募り、Ｒ７年度から
実施
・実施期間はＲ７から
Ｒ９年度

実践研究の実施
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登山

・有資格者を中心とした地域指導
 者の指導による登山とする
・希望する教員が登山に参加す
ることも可能とする

セルフレスキュー

登山計画作成

トレーニング

読図

ハイキング

※部活動としての登
山は実施しない

地域指導者と
連携して作成

・登山は有資格者２名を中心とした指導により実施する
・地域指導者が生徒の能力や性格などを把握し、生徒の特徴に応じた安全な登山を実 
施できるよう、登山計画作成や読図等、登山以外の指導を行う機会を設ける
・登山は「登山計画作成のためのガイドライン」に則った活動を原則とし、登山計画審査
会の対象とする
・生徒の体力や活動状況、ヒヤリハット事例などの情報共有を関係者間で密に行う
・参加者及び指導者は保険に加入する

安全に関する事項

２ 県教育委員会が行う実践研究について

・部活動の内容について
・地域の活動の内容につ
いて
・部活動と地域の活動
の連携について
・「安全に関する事項」に
ついて

ご協議いただき
たいこと
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